
ニイガタＩＤＳデザインコンペティション 募集要項 

 
１．趣 旨 

  本コンペティションは、「ＩＤＳ＝県内の力が結集して、生活創造提案を生み出す仕組み」とし

て、ファクトリーブランドの確立による産業の振興をテーマに、多くの企業の皆様から参画いた

だきながら、30年以上に渡り数々の実績を重ねてきました。 

しかし、現在、脱炭素化と温暖化対策、多様性と地域再生、デジタル化など、大きな社会的転

換期を迎え、商品と企業のあり方も変わりつつあります。 

新潟の産業も、生活と社会のより良いあり方を考え、次代へ提案していく力がさらに求められ

ています。 

これからの社会変化が目指すものは、第一に人間らしい生活を実現することです。環境対応や

防災、ウィズコロナ対応、生活を楽しむ人間的な感性の広がり、自己表現の拡大、個人の創造性

と情報発信力育成など、これからの生活をより良くしていく提案が大切です。 

 二つ目はより良い社会の実現です。SDGs※の視点を踏まえ、多様性、公正さ、デジタル化、次代

創造性と地域文化発信力など、これからの社会に対する提案も求められています。 

 

ニイガタＩＤＳデザインコンペティションは、「生活創造と社会進化の商品やシステム、サー

ビスなどの開発と新潟特性の活用」をコンセプトとし、新潟産業の次代への提案力、発想力を発

見し、発信していく重要な機会を提供する仕組みとして活動していきます。 
IDS：インテグラル・デザインニング・システムズ 

 

 ※SDGs：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）とは、誰ひとり取り残されることな

く、人類が安定してこの地球で暮らし続けることができるように、世界のさまざまな問題を整理

し、解決に向けた具体的な目標です。現在、県内の多くの企業も SDGｓに取り組まれています。 

 
２．募集部門及びカテゴリー 

本コンペティションは、下記の部門及びカテゴリーで商品を募集することで、より良い生活と

社会づくりにチャレンジする企業の皆様を応援します。 

  

（１）ライフ部門(生活の SDGs 視点は基本要件とする) 

【ライフ・バリュー】 

  生活をより良く、価値あるものにする商品やシステム、サービス。 
・住居関連のもの（エクステリア、インテリア など） 

・家具、設備、装飾関連のもの 

・生活の演出や歳時記演出を楽しむもの 

・キッチン、バス、トイレタリー関連のもの 

・モビリティ関連のもの 

・ファッション関連のもの 

・ペット関連のもの 

・防災・防疫関連のもの 

・アウトドアなど、新しい生活環境関連   など（食品そのものは除く） 

 

【パーソナル・バリュー】 

 生活者個人の成長や表現、交流に役立つ商品やシステム、サービス。 
・人生の節目（入学、就職、結婚等）を豊かにするもの 

・人生の段階（幼年期、青年期、高齢期等）の多様性と可能性を広げるもの 

・人の可能性や挑戦を育てるもの（知育、遊育、食育、社会教育、アートやダンス、ネット関連など） 

・趣味、遊びの関連（スポーツ、ホビー、ゲーム など）のもの 

・人の健康や快適さなどを増進するもの(美容、スポーツ、健康、介護など)     など 

 

 

 

 



（２）ソーシャル部門 

【プロ・バリュー】 

働く場や社会に提供するものをより良くする商品やシステム、サービス。 
・機械設備関連のもの（機械、保持具 など） 

・生産や販売、人材育成などに関わるもの 

・利器工匠具関連のもの（ハンドツール、パワーツールなどプロ向け製品 など） 

・オフィス関連のもの（在宅勤務も含む） 

・飲食や店舗、ジムなど、街施設関連のもの     など（部品を除く） 

 

【ソーシャル・バリュー】 

 社会をより良くする商品やシステム、サービス。 
・社会的な SDGs 効果を高めるもの 

・地域や都市の機能(安全、情報性、国際性など)を高めるもの 

・新潟の価値と商品の多様性対応などを高める、ブランディングやパッケージ、販売方法関連のもの 

・地域や社会課題を解決するもの 

・教育や医療、介護、社会参加、生涯学習など、地域生活の価値を高めるもの など 

 

３．募集対象 

 「生活に係るあらゆる分野の産業」を対象とし、出品に関しては、県内で企画・開発・製造され、

2022 年１月１日以降に発売し、又は 2023 年 12 月までに消費者が購入または利用できる商品や

サービスとします。（ＢtoＢ製品も含みます。また、過去に出品し、受賞を逃した商品をブラッシ

ュアップした商品の再応募も可能です。）なお、試作品など販売や収益を前提としない出品は対

象としません。 

 

４．賞 

  ●ＩＤＳ大賞／新潟県知事賞 1 点（賞状及び賞金 20万円） 

  ●ＩＤＳ準大賞 1点（賞状及び賞金 10 万円） 

  ●ＩＤＳ賞 ４点（賞状及び賞金５万円） 

   ライフ部門（ライフ・バリュー賞）  １点 

ライフ部門（パーソナル・バリュー賞）  １点 

ソーシャル部門（プロ・バリュー賞）１点 

ソーシャル部門（ソーシャル・バリュー・新潟日報社賞）１点 

  ●ＩＤＳ審査委員賞 ６点（賞状） 

 

５．審査の基準・視点 

  趣旨に基づき、応募商品を以下の基準及び各審査委員の多角的な視点に立って審査します。 

審査 

基準 

企画力 実現力 市場力 

審 査

の 

視点 

◆生活提案性： 
新しいライフスタイルや生活

行動の楽しみ、個人の可能性拡

大など、これからの生活への魅

力ある提案か。 

 

◆社会性： 
SDGs への配慮や、多様な価値

観を許容する社会の実現、地域

の活力づくりや住みやすい都

市づくりなど、次代へ、共感で

きる提案か。 

◆人間性： 
色彩や触感、形態など、人間的な感

性を惹きつける魅力があるか。また、

文化や伝統、次代への多様な感性を

表現するものか。 

 

◆機能性： 
使いやすさ・分かりやすさ安全性な

ど、ユーザーに対しての配慮がなさ

れているか。 

 

◆生産性： 
コンセプトが明確であり、企画から

生産、販売までのプロセスが計画さ

れているか。また新潟の産地の力を

生かし、高めるものか。 

◆情報性： 
話題性や、仲間との共有性、自己表

現効果など、顧客の興味をひく情

報力を持つか。また、視覚的個性や

写真映えする商品形態やパッケー

ジ、覚えやすいネーミングなど、売

り場やネット販売の魅力がある

か。 

 

◆市場性： 
ターゲット特性が明確か。ターゲ

ットに相応しい価格設定と品質設

定か。買い場行動や買い方行動を

考えているか。個性化対応やギフ

ト仕様など産地の力を生かしてい

るか。 

 



（選考基準） 

選 

考 

基 

準 

ＩＤＳ大賞／ 

新潟県知事賞 
部門を問わず、企画力・実現力・市場力の３点で最も優れた商品 

ＩＤＳ準大賞 部門を問わず、企画力・実現力・市場力の３点で大賞に次いで優れた商品 

ＩＤＳ賞 
各部門のカテゴリーにおいて、企画力・実現力・市場力の３点で大賞、準大賞に次いで優

れた商品 ※各カテゴリー１点。「ソーシャル・バリュー」はＩＤＳ賞／新潟日報社賞 

ＩＤＳ審査委員賞 部門を問わず各審査委員の視点による優れた商品（各審査委員１点） 

 

６．審査委員 

審査委員長  

村田 智明 氏 （株）ハーズ実験デザイン研究所 代表取締役  （プロダクトデザイン） 

 

審査委員 

柿山 丈博 氏 （株）MONOCO 代表取締役社長兼 CEO              （流通） 

後藤 千夏 氏 （株）東急ハンズ 執行役員 商品戦略部長  （流通） 

土居 輝彦 氏 （株）ワールドフォトプレス mono マガジン編集ディレクター 

（パブリッシング） 

馬場 省吾 氏 （大）長岡造形大学 副理事長 学長  （金属工芸） 

廣田  尚子 氏  ヒロタデザインスタジオ 代表取締役      （プロダクトデザイン） 

                     

７ 応募について 

① 応募資格 

次のア、イ、ウのいずれかに該当する者 

（ア） 新潟県内の企業・個人又は複数の県内企業で構成された団体・グループ 

（イ） 応募資格アの者と共同で取り組んでいる新潟県外の企業・個人又は複数の企業で構成

された団体・グループ 

（ウ） 応募資格アの者と共同で取り組んでいる新潟県内の大学・専門学校 

 

② 応募登録期間 

2022 年９月 26日（月） ～ 2022 年 12 月 26 日（月） 

 

③ 応募方法 

所定の応募登録用紙に必要事項を記載の上、期間内にホームページ内応募フォーム

(https://www.nico.or.jp/ids/entry)にて事務局までご提出ください。 

 

④ 応募費用 

１点につき 10,000 円。セット商品やシリーズ商品、グループ商品として出品される場合は１

点とみなします。 

応募登録受理後に、点数に応じた金額の請求書を発行します。 

 

⑤ 応募点数 

応募点数に制限はありません。 

   

⑥ 注意事項 

・応募登録時の内容と審査時の内容が同一であること。 

・効果効能をうたう商品の場合は、関連法規等に準じた科学的な裏付けがあること。 

・応募登録後に、事務局が応募内容について要件との適合性を確認します。要件を満たさない場

合は、審査対象とならない場合があります。 

・応募した部門について、その内容から審査員が適切と判断した場合、応募者の同意を得た上で

変更することがあります。 



・商品の著作権、知的財産権は全て応募者が保有し、権利保護の責任については応募者が負うも

のとします。但し、本コンペティション及びこれに関連する催事、並びに図録その他広報に関

する権利は主催者が保有します。 

・審査時の提出物は、商品、試作品、縮小モデル、説明パネル（A1 版程度）、動画のいずれかと

します。必要に応じ、提案内容を補足するパネル等を併せて提出することも可能とします。 

※会場の都合により大型及び重量物の商品は搬入できません。この場合、縮小モデル、説明パネ

ル、動画の展示によりご対応くださるようお願いします。（該当するか不明の場合は、別途ご相

談ください。） 

 

⑦ 搬入・搬出 

・搬入出日 搬入日：2023 年２月 20日（月） 

搬出日：2023 年２月 24日（金） 

・搬入出場所 朱鷺メッセ中会議室 302  

（新潟市中央区万代島６番１号） 

・搬入方法 応募者が直接会場へ搬入出を行い、搬入出にかかる経費については応募者が負担す

るものとします（詳細は別途ご案内します）。 

 

⑧ 展示物についての取り扱い 

・本コンペは、安全上及び衛生管理上適切な措置を取った上で開催いたします。 

・展示物の盗難、破損、汚損等、その他の不可抗力による損害に関する一切の責任は応募者が負

うものとします。 

・展示方法等について事務局の指示に従うこと。 

 

８ 審査について 

① 審査日 

2023 年２月 22日(水) 

 

② 審査会場 

朱鷺メッセ中会議室 302（新潟市中央区万代島６番１号） 

 

③ 発表・表彰（予定） 

発 表：2023 年３月 23日（木）表彰式内  

※入賞者には審査終了後、直接連絡を行います。入賞者の方は、1 名以上の表彰式へのご参加

をお願いいたします。予めご承知おきください。 

表彰式：2023 年３月 23日（木）16 時 00 分～ 

会 場：新潟日報メディアシップ ２階日報ホール 

（新潟市中央区万代３丁目１番１号） 

 

※次の事項に該当する商品は審査対象およびホームページでの公開の対象から除外する場合が

あります。また、審査結果発表後に該当すると判明したものも同様に取り扱います。（受賞の取

り消し等） 

・本募集要項に反するもの。 

・他の著作権、知的財産権等を侵害するおそれがあるもの。 

・公序良俗に反するおそれがあるもの。 

・事務局の指示に従わない場合。 

 

９ 受賞特典（予定） 

① 受賞展への参加 

日時：2023 年３月 27 日（月）～３月 28 日（火） 

会場：新潟日報メディアシップ １階みなと広場 

内容：展示公開および販売 



② 受賞カタログの作成 

③ HP・SNS・メディア等による商品 PR 

④ 令和５年度 NICO 出展展示会への参加 

⑤シンボルマークをご利用いただけます 

 

10 主催者等について 

① 主 催 

公益財団法人にいがた産業創造機構（ＮＩＣＯ） 

 

② 共 催 

新潟県 

 

③ 後 援（予定） 

経済産業省関東経済産業局、公益財団法人日本デザイン振興会、新潟日報社、朝日新聞新潟総

局、毎日新聞新潟支局、読売新聞新潟支局、産経新聞新潟支局、日本経済新聞社新潟支局、共

同通信社新潟支局、日刊工業新聞社新潟支局、ＮＨＫ新潟放送局、ＢＳＮ新潟放送、ＮＳＴ新

潟総合テレビ、ＴｅＮＹテレビ新潟、ＵＸ新潟テレビ 21、ＦＭ新潟７７．５、一般社団法人新

潟県発明協会、上越市（上越ものづくり振興センター）、公益財団法人新潟市産業振興財団、公

益財団法人燕三条地場産業振興センター、ＮＰＯ法人長岡産業活性化協会ＮＡＺＥ、独立行政

法人日本貿易振興機構（順不同） 

  

④ 応募先／お問い合わせ 

〒950-0078 新潟市中央区万代島５番１号 万代島ビル９階 

公益財団法人にいがた産業創造機構 

マーケティング支援グループ 生活関連マーケティングチーム（前田/安川） 

 

TEL：025-250-6288 E-mail：design-c@nico.or.jp 

ホームページ：https://www.nico.or.jp/ids/ 

Facebook:https://www.facebook.com/idsdesigncompetition 

 


